




































6.まとめ 

 今年度の研究において、乳幼児期に急死の直接原因となる循環器系の病態がいくつか明

らかになった。 

(1)川崎病では、冠動脈狭窄病変が 2枝以上あるいは優位側冠動脈に存在すると急死の可能

性が大きい。 

(2)高度房室ブロック、著しい上室性頻脈(心房粗細動、WPW症候群)、QT延長、洞機能不全

症候群、多発性多源性心室性期外収縮、などは、心室無収縮または心室細動などによる急

死の原因となる。 

(3)心筋炎、心筋症では重篤な不整脈(心室無収縮、心室細動)による急死がある。 

(4)低酸素血症、電解質異常に続発する心室性不整脈は危険である。 

(5)一見健康な新生児にも心室性期外収縮は普通にみられ、中には心室頻拍のみられる児も

おり、SIDS との関連が示唆される。 


